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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年3月12日(2015.3.12)

【公開番号】特開2013-152206(P2013-152206A)
【公開日】平成25年8月8日(2013.8.8)
【年通号数】公開・登録公報2013-042
【出願番号】特願2012-26008(P2012-26008)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/84     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   21/84     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月23日(2015.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被照明体の品種によって、照明光量を切り換えて用いる照明装置において、
　前記被照明体を照明する第１照明ユニットと、
　設定光量の切り換えに対する応答性が前記第１照明ユニットより良く、前記第１照明ユ
ニットからの照明光に重畳させた照明光にて前記被照明体を照明する第２照明ユニットと
、
　前記第１照明ユニットの照明光量と前記第２照明ユニットの照明光量とを、制御する照
明制御手段とを有し、
　前記照明制御手段は、前記第１照明ユニットに対してはその照明光量を前記被照明体の
前記品種の切り換えにかかわりなく、所定光量に維持させるように制御するとともに、前
記第２照明ユニットに対しては、切り換えられた前記被照明体の品種に関して提供される
制御情報に従って、前記第１照明ユニットからの照明光と前記第２照明ユニットからの照
明光とを重畳させた照明光が、前記切り換えられた被照明体の前記制御情報に基づく照明
光量となるように制御する照明装置。
【請求項２】
　前記所定光量は、前記被照明体の複数の品種において適正な照明光量が最も低い値より
も低い値に設定されることを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
　前記第１照明ユニットは、高輝度ＬＥＤを光源として含む請求項１または２記載の照明
装置。
【請求項４】
　被照明体の品種によって、照明光量を切り換えて用いる照明方法において、
　第１照明ユニットが、前記被照明体を照明し、
　設定光量の切り換えに対する応答性が前記第１照明ユニットより良い第２照明ユニット
が、前記第１照明ユニットからの照明光に重畳させた照明光にて前記被照明体を照明し、
　前記第１照明ユニットの照明光量と、前記第２照明ユニットの照明光量とを、照明制御
手段が制御し、
　前記照明制御手段は、前記第１照明ユニットの光量を前記被照明体の前記品種の切り換
えにかかわりなく、所定光量に維持させるように前記第１照明ユニットを制御するととも
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に、切り換えられた前記被照明体の品種に関して提供される制御情報に従って、前記第１
照明ユニットからの照明光と前記第２照明ユニットからの照明光とを重畳させた照明光が
、前記切り換えられた被照明体の前記制御情報に基づく照明光量となるように前記第２照
明ユニットを制御する照明方法。
【請求項５】
　前記照明制御手段は、前記所定光量を、前記被照明体の複数の品種において適正な照明
光量が最も低い値よりも低い値に設定することを特徴とする請求項４記載の照明方法。
【請求項６】
　被検査体を前記被照明体として照明する請求項１乃至３記載の照明装置と、
　前記照明装置により照明される前記被検査体を撮影する撮影ユニットと、
　前記撮影ユニットの撮影により得られる画像を用いて前記被検査体についての検査処理
を行う処理ユニットとを有する検査装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明に係る照明装置は、被照明体の品種によって、照明光量を切り換えて用いる照明
装置において、前記被照明体を照明する第１照明ユニットと、設定光量の切り換えに対す
る応答性が前記第１照明ユニットより良く、前記第１照明ユニットからの照明光に重畳さ
せた照明光にて前記被照明体を照明する第２照明ユニットと、前記第１照明ユニットの照
明光量と前記第２照明ユニットの照明光量とを、制御する照明制御手段とを有し、前記照
明制御手段は、前記第１照明ユニットに対してはその照明光量を前記被照明体の前記品種
の切り換えにかかわりなく、所定光量に維持させるように制御するとともに、前記第２照
明ユニットに対しては、切り換えられた前記被照明体の品種に関して提供される制御情報
に従って、前記第１照明ユニットからの照明光と前記第２照明ユニットからの照明光とを
重畳させた照明光が、前記切り換えられた被照明体の前記制御情報に基づく照明光量とな
るように制御する構成となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る照明方法は、被照明体の品種によって、照明光量を切り換えて用いる照明
方法において、第１照明ユニットが、前記被照明体を照明し、設定光量の切り換えに対す
る応答性が前記第１照明ユニットより良い第２照明ユニットが、前記第１照明ユニットか
らの照明光に重畳させた照明光にて前記被照明体を照明し、前記第１照明ユニットの照明
光量と、前記第２照明ユニットの照明光量とを、照明制御手段が制御し、前記照明制御手
段は、前記第１照明ユニットの光量を前記被照明体の前記品種の切り換えにかかわりなく
、所定光量に維持させるように前記第１照明ユニットを制御するとともに、切り換えられ
た前記被照明体の品種に関して提供される制御情報に従って、前記第１照明ユニットから
の照明光と前記第２照明ユニットからの照明光とを重畳させた照明光が、前記切り換えら
れた被照明体の前記制御情報に基づく照明光量となるように前記第２照明ユニットを制御
する構成となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３１】
　また、処理ユニット６０は、生成した検査画像データに基づいて表示ユニット６１にセ
ンサパネルアッセンブリ１０の画像を表示させ、また、その検査画像データを用いて検査
処理を実行する。
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